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凡例




これは骸骨の舞跳（大正十四年二月十六日　叢文閣刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかな誤植は断り無く訂正しました。























アイヌ族の滅亡








　この小さな戱曲をすべての滅亡せる民族のために獻ずる。アイヌ族の傳說に依るものではない。それは過去及び現実に屬するものでなく、過去——現在——未來への主觀の行進曲。




　アイヌ部落の一酋長の家の前——家——足高の倉庫——畑——右及び對角線的な位置に道路——左に山脈——家の前には熊の頭骸骨を飾つた數十本のヌサ、午後——夏の終り——最後に近い太陽の光。





酋　　　長………………

雄　辯　家………………

歌　傳　者………………

日高アイヌ　（捕　虜）

十勝アイヌ　（數十名）

十勝メノコ　（數　名）






アイヌ　もつと歌へ、もつと歌へ。俺達は二年間アイヌの歌を聞いたことはない！

アイヌ　翁さん、歌つて吳れ、もつと聲を張りあげて吳れ、餘り勿體振らずに歌つて吳れ！

アイヌ　俺達はメノコの方がいゝ。

アイヌ　メノコ達、酒を早く持つて來い、澤山持つて來い……座れ、お前達がよく留守をしてゐたか調べてやる……

アイヌ　翁さん、ありがたい歌はもういゝ加減によして吳れ……『ペリカメノコ』でも歌つて吳れ……しかめつ顏つらはもう澤山だ……

歌傳者　（酋長の近くに座り、箸を持つて拍子を取りながら、）


キプ　ネコロカ

アラヱスカハイ

タムクルポキ

アマウノイエレ

カムイ　ロルンぺ

アウコヅイマ

シリキ　アイネ

サクパ　イワンパ

マタパ　イワンパ

カムイ　ロルンぺ

アウコヅイマ

シアリキキ

シリキ　アイネ

サクパ　イワンパ

マタパ　イワンパ

イマカケタ

アラヱンカムイ

チタタ　ケヱ

イワン　ポクナシリ

テイネ　モシリ

アコオテレケ

アンライ　カムイ

イノツオロケ

チホプニレ

アエラムシンネ




（しかれども




大惡神（の）

刀の下を

われ風の如く拔け

神　戰

われら久しく

努めたゝかふ。

たゝかひ〳〵て

夏　六　年

冬　六　年

神　戰

われら久しく

努めたゝかふ。

たゝかひ〳〵て

夏　六　年

冬　六　年

さて後に

大惡神が

切斷せられし屍。

六重の冥府よみ

陰濕の國へ

われ蹴たふし、

全く死にたる神の

死　靈

立ちゆきて

わが心始めて安し。)



（アイヌ等は無意識的に拍子に合せて合唱す。箸、茶碗、皿等の鳴り渡る音。アイヌ達は醉ひ、互に抱き合ひなぞする。若いメノコは樂しげに笑い逃げ廻る。）

雄辯家　（手を擧げて、）カムイモシリ萬歳　アイヌモシリ萬歳！


アイヌ⎫

　　　⎬　萬歳……萬歳……

メノコ⎭



酋長長　（盃を擧げる。）萬歲！

雄辯家　俺達は戰つた……戰つた……そして勝つた……戰ふといふことは勝つことだ……八十の部落の自由のために戰つた俺達は今勝つたのだ……首領の勇氣と智慧は俺達を激勵して吳れた……カムイモシリ、アイヌモシリの玉であり刀劍であつた首領を讃美しやう……アイヌモシリの倉庫であり城砦であつた首領のために盃を擧げやう！　萬歳！


アイヌ⎫

　　　⎬　萬歳……萬歳……

メノコ⎭



酋長長　（盃を擧げる。）萬歲！

雄辯家　戰爭………勝利………家………財寳………倉庫………權力………服從………支配………統制の源であつた首領よ。お前の上に幸福あれ、お前の上に永遠の勝利あれ、お前の上に征服し難く、叛逆し難き無限の力あれ！　常にお前の腰を伸してアイヌモシリの上に君臨し、アイヌモシリを脅すあらゆる障碍を打ち碎き、カムイモシリから與へられた最上の力と最善の智慧とをもつて我等の敵を打ち伏せて吳れ。俺達はお前の名を神聖なものと呼ぶであらう、そして幾十年も幾百年も乃至幾千年もお前の定めた統制を保持し、そしてその統制を生んだ力に對して神秘性を附與しよう。首領よ。お前は神に次ぐ者であり、神である！

アイヌ　御祈禱はよせ……俺のメノコ、その長い黑い髮！　俺の酒に髮の端を濕してその一筋一筋から滴つて來るのをこの唇で受けたら何んなに甘いだらう。

アイヌ　ぺリカメノコ……俺は長い間お前を夢に見てゐた。距離も空間もなくなつた。山も谷も平地になつた。鷲のやうに俺は飛んで來た……此方へ來い、此方へ來い。

メノコ　（逃げ廻りながら、）よして吳れ〳〵。酒なら幾らでも注いであげるよ。

メノコ　人違いだよ。お氣毒さまだね……


アヌカラリ

エンタラパン

アエラムシンネ




（我見ると




我夢みて

我が心安し。）



アイヌ　俺達は淋しかつた。

メノコ　だからお飮みよ……いゝ酒だよ……お前達の歸るのを山の上で見てゐたんだよ……そんないやな顏をせずにその盃を干しておしまひ……金のやうな光る甘い酒だよ

アイヌ　お前の心なら……たつた一度でも……

メノコ　このアイヌ、人違ひだつたら……男らしくさつぱりとしてお吳れ……もう戰爭はないのかへ？

アイヌ　戰爭はもうご免だ……俺は廣い海へ出て漁をしてゐたい……メノコ俺れと一緖に來ないか……海は廣いんだぜ……

メノコ　おら、海なんて見たことないよ……海のアイヌ、海のメノコを貰へばいゝ、谷のメノコ谷のアイヌのところへ行けばいゝ……おら、知らないよ……

アイヌ　安座あぐらをかけないメノコの太股。お前を生んだ母親も俺には可愛く思はれる。そのまゝにして俺の頭を載つけさせて吳れ……そのまゝで……そのまゝで……

メノコ　（立上り逃げる。）このアイヌ、いやなアイヌ！　助けてお吳れ！

酋長　その可愛い兎のやうなメノコ、俺の膝に乘れ……俺には娘が十人もある……孫は十八人もある……お前を見ると娘達の事を思ふ……娘達のことを思い出させて吳れた御禮に俺はお前を可愛がつてやる……俺は若い時から澤山の女を可愛がつてやった……誰も俺に可愛がられるのを嫌やがつたり怖れたりしたものはない……お前は、俺達が戰爭をしている間にいゝメノコになつた……蒲がまの叢から顏をのぞかせてゐる一本の百合の花……アイヌメノコの黃金の神輿……さあ俺の膝の上に乘れ……さあお前はぶる〳〵と慄えてゐる……この眼は何處を見てゐる……その眼に接吻させてお吳れ……人間の乳のやうな香ひがする……お前を飮んでやつていい……小さな可愛い玩具！……皆も飮め！　皆も飮んで醉つて吳れ……八十の部落の自由のために飮んで吳れ……俺達は五十年間日高アイヌのために苦しめられた八十の十勝部落をたつた今解放したのだ！　何んな報いも報いられるに過ぎるといふことはない……俺は免す。みんな醉へ……禮儀や作法はこゝには用事がない……俺の小さな首飾、俺の首に抱きついて吳れ……さうだ、もつと强くもつと强く……首飾で折れるやうな俺の首ではない……

歌傳者　（酔いしれて、）


シネ　イキンネ

カニ　シンタ

アエウコチボ

アフムヅムコンナ

ヅリミムセ

コタヌ　マケ

モシル　マケ

エカンナユカラ。




（一つらに




金の　神駕

に相乘じて

われらがゆく音

鳴りどよみ

村々　打壞れ

島根も　打壞れ

むとするが如し）



酋長　翁、よく歌つた……お前の咽喉笛だけはいつもしまつて置きたい……俺は今日の喜びを何うして表はしていゝか知らない……おゝ、いゝ事を思ひついた、子供等、穴の中にある日高アイヌを引張つて來い……あいつは弓の名人だ……敵ながら勇敢なアイヌだ……五十人の十勝アイヌはあの男のためにやられた……あいつを今日の祝宴の肴にしよう……さあ、早く引張つて來い！

三人のアイヌは家の蔭に去る。

アイヌ　日高アイヌだ。

アイヌ　弓の名人だ。

アイヌ　兄弟の敵だ。

酋長　丈夫な矢を用意しろ！

メノコ　怖くないの？

酋長　何の怖いことがあるものか……日高アイヌは何んな顏をしてゐるか見せてやる……それから十勝アイヌの弓の手練を見せてやる……そこにゐるメノコ達、立ち上るな……俺の命令に背くものは射殺すぞ……まあ、そんなに怖がるな……お前達には何もしやしないのだ……

一人の丈高きアイヌを引張つて來る。その男は堅く繩で結へられてゐる。人々一勢に日高アイヌの方を見る。

酋長　そいつを其樹に結へて置け……メノコ達、あれが日高アイヌだ……何うだ山の蔭の友達、十勝メノコは美しくはないか……俺と一緖に飮まないか……子供等、あの男に酒を注いでやれ……

（日高アイヌ酒杯を持つたアイヌを足蹴にする。酒杯が飛んで酋長の前に落ちる。）

酋長　（立つて）山の蔭の友達、よくやつた！……お前は飮めないだらう……だがよく聽け、十勝アイヌは五十年の間お前が今されてゐるやうにお前の國のために縛られてゐたのだ……俺達は五十年間一日も安心して眠れなかつた……俺達は大きな荷物を脊負はされてゐた……五十年の間酒の味を知らなかつた……安心して一夜も女のために心を費すことが出來なかつた……俺達は復讐の火に燃え盡されていた……富もない武器もない俺達は復讐心を血管や胃腑の中に吸收してゐた……黃疽病のやうに復讐心を全身に送つてゐた……俺達は復讐の精液の中から生れ復讐の糧で生きて來たのだ……俺達の血管の中には祖先の持つてゐた、花の咲かない力が溢れてゐた……さあ、抑壓された人間の魂が何んなものか知るがいゝ……お前の自由が何處にある……お前の力が何處へ行つた？

日高アイヌ　俺は死を覺悟してゐる……俺はカムイ・モシリのために、アイヌ・モシリの爲めに喜んで死んで行くのだ……

酋長　お前にも神があるのか？　お前達にもアイヌを愛する魂があるのか？

日高アイヌ　山の蔭のニシパと俺に云はせて吳れ……俺は今お前に對する憎しみを持つてゐない……俺はお前を可愛相だとさへ思つて居る……お前は何も知らないのだ……お前はやがて俺と同じ運命に逢ふだらう……

酋長　馬鹿な事を言ふな……十勝アイヌは五十年間、今日の日の爲めに用意してゐたのだ……今武器は充實してゐる……士氣は張りつめてゐる……日高アイヌは一步も外へ出ることは出來ない……お前達の酋長や長老は皆な戰死してゐる……俺達は完全に勝つてゐるのだ……俺達は最後の、そして永遠の平和をアイヌ民族の上に持つて來たのだ……

日高アイヌ　ニシパ……最後の永遠の平和と言つたね……ニシパ、お前は日高アイヌが十勝アイヌを征服する前に、十勝アイヌが五十年間日高アイヌを征服してゐたのを知らないのか……

酋長　然うだ、十勝アイヌが五十年間日高アイヌを征服する前に、日高アイヌは五十年十勝アイヌを支配してゐた……

日高アイヌ　ニシパ、お前の言ふ通りだ……それならお前の言ふ最後の、永遠の平和とは何處にあるのだ？……俺は今お前を憎んではゐない……たゞお前を哀あはれんでゐる……

酋長　山の蔭の子供、お前は俺の胸を射當てた……俺はそんなら何うすればいゝのだ？

日高アイヌ　何うしたらいゝのか俺にも解らない……然し俺はお前に殺されなければならないことだけは知つてゐる……なぜなれば俺は生きてゐたらきつとお前に復讐しないでは置かないからだ……俺れを殺して吳れ、一瞬間も早く俺を殺して吳れ……

酋長　俺を勵まして吳れ……俺に勇氣をつけて吳れ……歌傳者よ、勇敢な歌をうたつて吳れ……いや、歌をうたふな……俺の心に淫穢な感情を起させて吳れ……メノコ達裸體になつて舞踏をおどつて吳れ……何處も彼處もみんなむきだしにして……いや、いや、舞踏をおどるな……俺をたつた一人にして置いて吳れ、子供達、みんなは家に歸れ……お前達の親や兄妹達はお前達の顏を見たがつてゐるだらう……さあ早くお前達の家へ歸れ……メノコお前達も早く家へ歸れ……

アイヌもメノコ達も歸らうとする、その瞬間に一人のアイヌが急いで來る。

アイヌ　ニシパ……ニシパ……山のアイヌが……山のアイヌが……

酋長　山のアイヌが何うしたといふのだ？……早く言へ……

アイヌ　山のアイヌが日高アイヌに内應して謀反をしました……山を下りて來ました……一刻の猶豫もなりません……

酋長　謀反？（彈力的に、）よし、立て、弓を持て！　アイヌモシリのため、カムイモシリのため！　祖國のために死ぬ者はカムイモシリに生きるぞ！　毒を矢に塗れ……脛當を强くしめろ……大地を六度踏め……

日高アイヌ　さあ、お前の運命が來た……俺の運命も來た……その刀劍で俺を刺して吳れ！

酋長　（刀劍を拔く、）友よ、免して吳れ！（刺す。）

日高アイヌ　もつと深く、もつと深く……もつと深く……もつと深く……

酋長　友よ、お前はもう眠つてしまつた……俺は生きて戰はなければならない……これがアイヌ族の運命なのか？……眠ねむり……眠……眠……永遠の眠が欲しい！……

酋長は日高アイヌを抱き上げて自分の顏をその胸に强く押しつける。アイヌ達は弓を持つて出發の命令を待つ。

歌傳者　さあ歌つて吳れ……お前の咽喉の裂けるまで歌つて吳れ……

歌傳者


シネ　イキンネ

カニ　シンタ

アエウチボ

アフムヅムコンナ

ヅリミムセ

コタヌ　マケ

モシル　マケ

エカンナユカラ。




（一つらに




金の　神駕

に相乘じて

われらがゆく音

鳴りどよみ

村々　打壞れ

島根も　打壞れ

むとするが如し。）



この歌の合唱の中に太陽が沈む。歌ひ終へた時、固い沈默が舞臺を占領する。

—— La 15an de Julio, 1924 ——

（譯詩、金田一京助氏）
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